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水族館記事

◎　　4日　堺浦のエビ網漁師から，巨大庄モヨウフグ（全長60㎝）が入棺。亙水

　　槽へ収容し走が，先住の毛ヨウフグ（5月12日大槽、50腕）と猛烈な闘争の

　　あげく，翌々日死亡した。先住フグも吻部に大きな噛み傷をうけ，前上顎骨の大

　　部分と主上顎骨の一部が露出しているが，この傷は回復できる見込みである。．

◎　　同日，みさき公園自然水族館より，アカウミガメの幼亀と交換セ，マボヤ25

　　個体が入棺。

　　別に採集してあったツロボヤを加えて，この夏以来とだえていたホヤ類水槽を附

　　20に復活。

◎　　7日　K水槽のヘグイ（全長45舳入檎後2年10ヵ月）は，前額部に径2．

　　5伽の腫脹ができ，化膿してきた。この魚は移槽時にしばしば暴れ廻り，頭部を

　　強打して死ぬことがあるので，．外科的治療は昆含せ　　一方症状がビブリオ病に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　似ているのに着目して，同権を開放式にきりかえ　　自然治癒を期待した。月末
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　現在　病状の進行はと重っている。

◎　　8目～17日　近畿地方建設局の依頼で，国道改修にとも危う海面埋立工事に

　　関連して券こる漁業補償のための基礎資料を得るため，町内東富田，袋湾の動物

　　資源調査を行庄った（布施・荒賀助手，田名瀬教務員。，樫山技能員）。主在調査
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　　対象はイセエビの現一存量であったが，その機会に，これ重でほとんど潜水したこ

　　との在い，同湾内外の海底を観察するζとがでさ．た。

　　　その概要は次の通りである。

　　無脊権動物1湾の中央都にAcropora靱、の群落（3皿x5価）がある。湾内砂

　　泥地一帯にはニセグロナマコが非常に多い。ヤギ類。ウミトサカ類は湾口部の岩

　　礁地帯でも著しく少なく，20血以深で洗いと見られ庄い。

　　魚類：上記ACrOpOra　S旦の群落の申に，ナメラヤヅコ，スミッキトノサマダイ，

　　ミスジチョウチョウウオ，クマドリの幼魚が，重た，湾外の岩礁では，ササナミ

　　ャツコ，タテジマキソチャクダイ，イヅテソチョウチョウウオの幼魚が認められ

　　た。その他の熱帯性魚類相は，実験所近海と僚は同様であったが，湾口部南側の

　　転石地帯に，大垣のホンソメワケベラがとくに多いのが目立った。

◎　　14日　先月，はじめて餌付けに成功したアオヤガラは，水槽が狭い丸め，摘

　　食のたびに吻端を傷つけ，これが悪化して死亡した。新舘の大型水槽で他魚と混

　　差すると，摂餌をさ重たげられるので，長期飼育のため一には，ヤガラ専用の中型

　　水槽（150x100x100醐程度）を設けることがのぞ重しい。

◎　　16日　堺蒲よりテングダイ4個体が入棺。本種は，もともと，すれに極めて

　　弱いうえに，エビ網にかかったものなので，これ重では，1度も生かすことがで

　　きなかった。今回の入棺魚のうち1個体は，マーキュロクロームによる治療が奏

　　効し，月末現在解付きはしてい在いが，亙水槽で生存中。

◎　　19日　南浜防波堤附近で夜間磯採集を行凌い，キミオコゼ（8例）1個体を

　　得た。本種は当舘ではじめての採集であり，紀州治捧からも正式の報告はされて

　　い庄い。

◎　　22日　雑賀崎漁師より，和歌山近海産のイイダコ30個体が入棺。他11水

　　槽へ収容した。

◎　　11月の動物入手概況

　1．採集　作業

日　時 採集場所 方　法 人負 主な目的動物

5日午前 畠島東磯。大蛇島 SCU跳潜水 2 ’、タタテ「タイ。材’物ゴ

8日午後 円　　月　　島 素もぐり 1 オトヒメエビ

19日夜 南浜防波堤附近 夜間磯採集 2 潮間帯の動物

20日午後 塔島東水道 SC鵬A潜水 4 熱帯性魚類

…29日午後 塔島東～か在どこ 〃 2 〃

胆娃」二L＿L全型巻貝類＿＿．胆堂上二L」」j・型巻貝墜＿＿
　葡月にひきつざさ，近海の熱帯性魚類は，いぜん豊富である。重た，網不知湾

口で潜水採集し，内湾性のサンゴ類を補充した。

　　　　　　　　　　　　　　　　・3・2・



　　圭在採集動物名（☆印は1962年4月1日以降はじめての入棺）。

　無脊権動物＝キイロトゲトサカ，ユビノウトサカ．☆タ．バネサ；／ゴ，オォパナサン

　　　コ㌦ウミカラマツ，オトヒメエビ，コシキエビー☆スベスベサソゴヤト．ガザ

　　　☆レンゲウミウツ，☆ヒメコノハミト．リガイ，スガイ，☆ハナヤカケボリ，ウ

　　　ノアツ，☆スソカケガイ，ヒメコウイカ，☆ガンガゼモドキ，☆ク1コボヤ。ミ

　　　カンボヤ。

　魚　　類：ムギイワツ，ココスジイシモチ，クロダイ，☆サラサハゼ，クロユリ

　　　ハゼ，コガッラベラ，ササナミヤツコ，一ミゾレチョウチョウウオ，ハタタテグ

　　　イ，ツノダシ，タスキモニ／ガラ，’アミメウマズラ，キミオコゼ，キリンミノ，

　　　ハツナガウバウオ。

2．購　　入

　　雑賀崎一本釣，江川エビ漕網からは，ひきつ旨き入棺中であるが，今月工り堺浦

　エビ網の獲物も入りだした。重た，有田市宮崎観光水産部（活魚トラックで持参）

　より・内湾性の魚類を若干購入しね

　　主柱購入動物名

　無脊椎動物：ハナシヤコ，マルソデカラッパ，ケアシガ㍉ツノガニ，アカイシガ

　　　ニ，ノコギリガザミ，☆アガマソジュウガニ，☆メソカタオウギガニ，コ：二／コ

　　　ウガニ，テングニシ，ビワガイ，ミミイカ，モソダコ，アカとトゲ，ベニイボ

　　　ヒトデ，イイジマフグ1コウニ。

　魚　　類：ウチワザメ，シビレエイ，アミウツボ，イットウダイ，マツカサウオ，

　　　ツバメコノシロ・ソマアジ・イトヒキアジ・コバソアジ・スギ・オジサン・テ

　　　ニ／グダイ，オオスジハタ，☆ヒゲソリヒゲダイ，キツネダイ，キソチャクダイ，

　　　モンガラカワハギ，ウヌパハギ，ソウシハギ，モヨウフグ，ミノカサゴ，ガン

　　　ゾウビラメ。

◎飼　育　概況
　　予備水槽R－1～5の白点病は，今月もまだ完全に駆除できず，新着魚類は展示

　水槽へ直接収容している状態である。傭観式では白点病の早期発見が不可能をので，

　予備水槽も側面ガラスをとりつけ，よく観察できるようにしなければ友らない。

　　一方，展示水槽てば，ほとんど急病の発生が注く，小型水槽の動物も，11月は

　もっとも飼育しやすい時期なので，魚類（271種），鋼1脊椎動物（259種）と

　もに，これ重セの飼育種類数の記録を更新。総計で，はじめて500種の大台を突

　破した。

　　11月30日現在、飼育中の動物は，総計535種　4177個体以上で，その
　内訳は次の通り。このうち，観覧水槽に飼育・展示中の動物は5．02種　3850

　個体以上。
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　11月の気象（午前9時観測）
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